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肝転移をきたした頭部脈管肉腫
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症例のポイント

･脈管肉腫は高齢者の頭部に好発する極めて予

後の悪い疾患である．

･局所に対して電子線治療を行ったが，急速に

進行し，肺転移によると思われる気胸，肝転

移をきたし，死の転帰をとった症例を報告す

る．

症例７７歳，女．

初診2006年２月．

主訴頭部，前額部，眼脆周囲の紅斑,紫斑．

既往歴不整脈(ペースメーカー挿入)，高血圧，

変形性股関節症ヅ頭部顔面外傷の既往はない．

現病歴2004年ごろから，とくに誘因なく頭部

に紅斑，紫斑が出現したが自覚症状はないまま放

置していた．一部は出現,消槌を繰り返しながら，

皮疹は次第に前額部,両眼鹸周囲に拡大した．

現症頭頂部に軽度の浸潤を触れる紅斑を認め，

それと連続して，前額部，両眼脆周囲に，淡紅色

から暗赤色の紫斑，出血斑を認める(図1)．一部

消槌傾向のある紫斑の辺縁は黄褐色調である．頚

部表在リンパ節は触知しない．

臨床検査成績

末梢血,生化学的検査で異常は認めない．

鑑別診断

紫斑，出血斑をきたす疾患が鑑別診断としてあ

げられる軒

アミロイドーシス：とくに眼険周囲に，出血斑，

紫斑(pinchpupura)がみられる．そのほか，体幹

の斑状色素沈着，結節，巨大舌など多彩な皮疹を

伴う．

外傷性紫斑：外傷に伴って紫斑，血腫を形成す

る．抗凝固剤，抗血小板製剤などを服用している

場合，軽微な外傷で紫斑，出血斑がみられること

がある．

サルコイドーシス：多彩な発疹をきたすが，顔

面に浸潤を触れる紅斑性局面がみられることがあ

る．通常,紫斑，出血斑を呈することはない．

脂漏性皮膚炎：顔面頭部に鱗屑を伴う紅斑を認

める．通常,紫斑，出血斑を呈することはない．

病理組織学的所見

頭頂部の浸潤を触れる紅斑からの生検では，真

皮上層から深層にかけて細胞浸潤を認める．真皮

の鯵原線維間に異型性の強い腫傷細胞が増生し

(図ａｓ)，免疫染色ではこれらの細胞はCD31陽性，

CD34陰性，第８因子関連抗原陰性，Ｄ2-40陽性であ

った．紫斑部からの生検では真皮上層から下層に

かけて，不規則な形をした多数の管腔構造を認め

た(図4)．これらはCD31陽性，ＣＤ34陰性第８因

子関連抗原陰'性，Ｄ2-40陽‘性であった．
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